
                  

団体名・グループ名 

松山町内にホタルを復活させる会 

                                                    

連絡担当者（活動した人の保護者や先生等大人の方） 

事務局 伊藤 広美 

 

E-mail 

bakkehiromi＠yahoo.co.jp 

連絡先住所  〒018-0711 

秋田県由利本荘市岩谷町字松山６２ 

電話番号 

0184-65-2155 

FAX 番号 

0184-65-2155 
                                                    

活動の場所 

秋田県由利本荘市岩谷町字松山 

「ホタルを復活させる場所」 

活動したこどもの人数 

23 人 

活動したこどもの学年 

高１（小６から）、中３（小 5 から）、中 2（小 4

から）、中 1（小 3 から）、小 5（小 1 から）、小 3

（年中から）、小 1（保育園から） 
                                                    

活動継続年数 

    ５ 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な受賞歴 

平成 21 年度水と緑の貢献賞（河川等の整備に関する分野） 
                                                    

【部門・テーマ】 ○をしてください 

小学生の部 ・ 中学生の部 ・○ 団体の部 



活動グループ（学校・団体）の紹介、活動頻度 

秋田県由利本荘市岩谷町字松山には 30 年前に多くのホタルが飛んでいました。しかし用水路をコンクリートに直

した時からぱたっと飛ばなくなってしまいました。ところが 5 年前の新年会で「最近山沿いの家の側溝にホタルが少

し飛んでくるよ！」という話を聞き、青年部の皆さんが子供会に働きかけてくれて「松山にホタルを復活させよう！」

という気運が持ち上がりました。平成 19 年 4 月 3 日に総会を開き「松山町内にホタルを復活させる会」を設立しま

した。小学校の子供会と就学前の子どもと保護者が会員になってくれて佐々木春樹会長を中心に 82 名で活動を開始

しました。「むつみ造園」の三浦顕児さんの指導を受けながら、ホタルの住みやすい環境作りのために、環境整備・環

境調査・森林整備・ホタルの飼育等をスポ少の活動の無い日時を選んで 5 年間活動を続けてきました。 
                                                    

活動の概要（活動の経緯も含めてご記入ください） 

平成１９年 

４月３日総会 

５月５日幼虫の上陸観察（由利本荘市赤田） 

６月１２日・１５日アンケート依頼（岩谷小・松山町内会） 

６月１７日ホタル観察（赤田 50 匹、中舘 10 匹、川口 20 匹、松山 10 匹） 

６月２３日・２６日赤田でホタル採集（メス 5 匹・オス 48 匹）・飼育開始 

７月１５日卵の観察会 

７月２９日幼虫（1000 匹以上コロニーをつくった）の観察し、１００匹ずつ分配。 

各自の家（６軒）で飼育開始 

環境調査会９月８日・平成２０年１月２７日・２月１７日・３月１６日（赤田と松山） 

９月２６日由利本荘地区理科研究発表会６年の部で発表・優秀賞受賞 

１１月１８日環境整備（護岸の嵩上げ作業と苗木の植栽） 

平成２０年３月１６日植樹 

４月２６日幼虫の光の観察会・赤田への放流決定。 

５月１８日最終観察会・赤田の採集地へ約５０匹放流。（５％育った。） 

松山でホタル採集 

６月２８日（５０匹採集し４０匹放した。残りはすべて♂だった。） 

７月１０日（ゲンジ♀１匹・♂１匹・ヘイケ♀５匹・♂８匹） 

７月１３日卵の観察会（ゲンジ♀１匹） 

８月２日幼虫が孵化した。（１００匹くらい！） 

８月５日幼虫と、カワニナの稚貝観察会 

８月１７日幼虫の観察と分配（５軒で飼育開始） 

９月３日幼虫観察会（２０年の幼虫はやっと６ｍｍ、残っていた昨年の幼虫は２ｃｍ） 

９月７日草刈 

９月９日森林予備調査 

９月１４日看板設置 

９月１５日森林観察会（Ⅰ間伐した場所とⅡ間伐しない場所、Ⅲ植樹した場所） 

９月２５日由利本荘地区理科研究発表会６年の部で発表・優秀賞受賞 



１１月２日幼虫観察会・魁新報社取材

「さきがけ」に
載った記事！

 

１１月９日植樹 

１２月２１日森林観察会（Ⅳ水源地）環境調査会（水源地・松山Ⅰ・Ⅱ） 

ＣＡＴＶセンター取材 

環境調査会平成２１年１月１８日・３月１５日（松山Ⅰ・Ⅱ） 

３月１５日植樹 

３月２６日本荘由利森林組合で育天作業 

３月２９日森林整備（育天作業した場所の整備）・新しい看板設置 

５月１７日幼虫観察会・環境調査会（幼虫の上陸を発見！）・昨年捕獲して育てた幼虫４匹放流（４％しか育たなかった。）。 

６月２１日松山ⅠとⅡでホタルを観察し、採集した。メス５匹、オス４０匹。 

飼育用水槽で飼育開始。 

６月２５日松山ⅠとⅡでホタルの観察会。（地域の皆さんも参加してくれた。） 

６月２８日松山ⅠとⅡの環境調査会。 

７月７日卵観察会。 

７月１２日孵化開始。 

７月１５日コロニーをつくった。１０００匹位孵化した。 

７月２５日幼虫観察会・幼虫１００匹ずつ配布。６軒で飼育開始。ホタルのえさになるカワニナを捕獲して育てながら飼育。 

９月８日幼虫観察会。 

９月１３日環境調査会。 

９月２４日由利本荘地区理科研究発表会６年の部で発表・優秀賞受賞 

１０月、１１月各家の幼虫の成長状況調査。（６０～６５匹育っている家が２軒小さいが１０～３５匹育っている家が３軒、大小約

３０匹育っている家が１軒。） 

１１月７日環境調査会。 

１２月１３日草刈、幼虫観察会、２ｃｍ以上の幼虫６４匹を松山Ⅰ上流に放流。 

（魁新報社取材） 

平成２２年３月１４日環境調査会。 

３月２０～２２日本荘由利森林組合の皆さんが育天作業。 

３月２９日草刈、幼虫観察会、幼虫１８匹放流。（９匹残した。） 

（９．１％以上育った。） 

森林整備（育天作業した場所の整備）。 

四ツ屋小学校で４年生に「ホタルの活動紹介と幼虫観察会」を実施しました！（伊藤広美） 

６月６日草刈、環境調査会 

６月１４日ホタル観察開始 ０匹 

６月１５日ホタル成虫飛び始めた！ 

６月１７日松山Ⅰでも飛び始めた！ 

６月１９日早朝から1日いっぱいホトトギスが鳴いていた！ 



「ホタルが飛び始める前触れだよ！」 

７月２９日まで毎日２０時～２１時までホタルの発生状況を観察して記録した。 

9 月 22 日由利本荘地区理科研究発表会６年の部で発表・優良賞受賞 

１１月１４日環境調査会。 

平成２３年４月１７日環境調査会、森林整備。 

５月１０日夜・松山Ⅱでホタル幼虫の上陸観察。 

６月１３日～７月１８日２０時～２１時ホタルの発生状況観察・記録。 

ブログ発信。 

訪問家族が数件あった。 

魁新報社の取材と CATV センターの放映があった。 

９月２１日由利本荘地区理科研究発表会５年の部で発表・優秀賞受賞 

平成２４年１月９日「２０１１こどもホタレンジャー」についての活動報告作成会。 

 

◆この応募用紙は、活動をした子どもたちの保護者や先生等、大人の方が記入してください。 



 

団体名・グループ名 

松山町内にホタルを復活させる会 

                                                                                                        

活動の場所（様子や環境など） 

秋田県由利本荘市岩谷町字松山 

「ホタルを復活させる場所」と「松山交流センター」 

 
                                                    

タイトル 

「ホタルを育てて復活させよう！」 

 
                                                                                                        

活動を始めたきっかけ（興味を持ったことなど） 

 

なぜホタルを育てようと思ったか？ 

・おじいちゃん、おばあちゃんたちが松山に家を建てた３０年前は、ホタルが松山の町内にも山沿いにも、いっぱい飛

んでいたそうです。 

・お父さん、お母さんが子どものころも、同じくらい飛んでいたそうです。 

・１８年までは飛んでいますが少ししかいませんでした。 

・私たちは昔のように、松山にホタルがいっぱい飛ぶようになって欲しいし、その環境を未来に残していきたいと思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

活動の目標（やってみたいと思ったことなど） 

 

どうやってホタルを復活させるのか？ 

・ホタルがどんな場所にいるのかをアンケート調査する。 

・ホタルがいっぱいいる地域と松山の違いを調べる。 

・ホタルがいっぱい育っている地域と同じような環境を、松山にも復活させる。 

・ホタルを育てて「生命」について考える。 

 

 

 

 

 

 

◆ この活動レポート用紙は、活動をした子どもたちが中心に記入してください。 



                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

◆この活動レポート用紙は、活動をした子どもたちが中心に記入してください。 



                                                                                                                    

活動で工夫したこと、困ったこと 

① 初め幼虫があまり小さくて水槽を洗うときに捨ててしまったりして育てるのが難しかった。 

② 幼虫に食べさせるためにカワニナの殻を割るのがかわいそうで嫌でした。 

③ 山の整備が大変だった。 

④ 家で幼虫を育てる時に家族で協力して工夫しました。 

⑤ インターネットでカワニナの好きな食べ物を調べて活用しました。 

⑥ ゴミのポイ捨てなどが困る。 

⑦ ほとんどのメンバーがスポ少に所属しているので、活動できる期間が限られてしまった。 

⑧ 実働人数が少ない時は動ける子どもと大人が協力して活動した。 

⑨ 力仕事が多かった。 

⑩ 地域の先生たちから教えてもらいながら活動しました。 

 
                                                                                                                                                                                                       

活動で気づいたこと、感じたことやおもしろかったこと 

① 成虫のオスとメスの光り方がおもしろかった。 

② ゲンジとヘイケで光り方が違っていて驚いた。 

③ 脱皮した直後は真っ白だった。 

④ 飼育するにはメス 1 匹に対してオスは５～７倍いないと相性が合わないとホタルの先生から聞いて驚いたし、「ホ

タルもたいへんだなー！」と思った。 

⑤ 飼育している時に卵・幼虫・さなぎも光るということを知って驚いた。 

⑥ 幼虫も光るということを初めて知って、光っているのを見たとき、幼虫も成虫になるためにがんばっているんだな 

あと思いました。 

⑦ 幼虫はお互いにくっついてコロニーを作ることを知った。 

⑧ 幼虫の観察がおもしろかった。 

⑨ 1～2 年環境整備したら、ホタルが飛ぶようになって嬉しかった。 

⑩ ホタルと言えば「松山」といわれるようになるようがんばりたい！ 

⑪ メスは地上にいて、オスは空を飛んでいる。メスがいる草むらへオスが吸い込まれるように一斉に飛んでいく姿に

驚いた。 

⑫ 卵は 1mm くらいでクリーム色だった。草やこけに産みつけていた。幼虫が孵化する前は卵が黒くなった。 

⑬ ホタルのえさのカワニナは栄養が行き届くと沢山の稚貝を生むことを知った。生まれた稚貝は 1mm くらいだった。 

⑭ 1mm の稚貝を 1mm の幼虫が食べる姿には驚いた。 

⑮ カワニナはキャベツやメロンを食べるが朴の葉を良く食べることを黒澤和樹君のお父さんがインターネットで調

べてくれた。朴の葉は腐らなくて便利だし、枯れた葉っぱでもきれいに食べることが分かった。 

⑯ 用水路の整備と周りに広葉樹を植樹したことによって環境が良くなり、水生生物の数も種類も急激に増加し驚いた

し、嬉しかった。雪の下でも生物が沢山育っていることに生物の生命力を実感できた。 

⑰ 環境調査するたびに新しい生物を観察できて楽しかった。 

⑱ 森林観察会の時に、崖の下でカモシカが出迎えてくれて感激した。 

⑲ 源流の調査会の時に沢が V 字型になっていて、ちょうど理科で勉強していたので、実際に観察できて嬉しかった。 

⑳ 森林整備したときに、つるが太くて、みんなでターザンごっこができて感激だった。 

21 松山Ⅱで夜、幼虫が光りながら上陸する姿を観察できて感激した。 

22 全てが知らないことだったのでおもしろかった。 

23 毎年理科研究発表会で発表できて、練習は大変だったけど、良かった。 

24 みんなの描いた絵で看板を作ったのが嬉しかった。 



 

◆この活動レポート用紙は、活動をした子どもたちが中心に記入してください。 

 
 
 

活動からわかった課題 

① 自然環境を汚さないように生活することが必要です。 

② 自然と二人三脚で暮らすことが必要です。 

③ 地域の皆さんと協力して活動していく必要がある。 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                       

自分たち、こどもホタレンジャーにできること 

① ホタルを守り増やすこと。そして次の世代に生かす。 

② ホタルをいっぱい育てる。 

③ 環境を大切にしていくこと。 

④ ホタルの幼虫のえさであるカワニナをいっぱい育てる。 

⑤ 環境改善。 

⑥ ゴミ回収。 

⑦ 自分たちの活動を地域の皆さんに知って貰う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                                                                                                                                                      

 



大人の人と一緒に、改善していきたいこと 

① あちこちにゴミを捨てたりしないで、きれいな環境にしていきたい。 

② 松山ⅠとⅡの環境をさらに良くしていきたい。 

③ 緑を増やす。 

④ 水質改善をもっとすすめたい。 

⑤ ホタルの成長に合わせた環境整備をしていきたい。 

⑥ ホタルが飛んでいる姿を多くの人に見せてあげたい。 

⑦ ブログを公開して多くの皆さんにホタルの飛んでいる姿を見てもらいたい。 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                  

◆ この活動レポート用紙は、活動をした子どもたちが中心に記入してください。 

 

「地域の水環境調べ・テーマ活動」（テーマを選択して記入） 

②水中の生きものを調べてみよう！ 

③水の流れやきれいさを調べてみよう！ 

                                                  

テーマ活動の内容・結果 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                                                           



テーマ活動からわかったこと・考えたこと 

・アンケート調査から、大内地域にはまだ、ホタルがいることが分かりました。場所によって、たくさんいる場所と、

そうでない場所がありました。 

・松山ではホタルが、活動を開始した年よりも毎年多く飛ぶようになりました。 

・ホタルがどのような生活をしているのかを知るために、卵から育てました。２００７年は卵をたくさん産みました

が、全てが幼虫になるわけではなく、成長の様子も一匹一匹違っていました。育てた幼虫は赤田に放流しました。 

・２００８年は松山だけで採集しました。一回で採集できなかったためか、卵も幼虫も少なかったですが、カワニナ

を育てながら幼虫を育てました。１００匹しか孵化しませんでしたが、２００９年の５月に松山Ⅰの上流に４匹放流

しました。 

・２００９年は松山Ⅱで採集し、幼虫が約１０００匹孵化しました。４軒で１００匹ずつ育てました。順調に育った

ので、大きく育った幼虫６４匹を１２月１３日に、２０１０年３月２８日に１８匹を松山Ⅰの上流に放流しました。 

・ホタルがたくさん育っている赤田と、私たちの住んでいる松山の環境を比べました。 

・水質調査結果にはあまり違いがありませんでした。 

赤田も松山もカワニナとホタルの幼虫が育つ「少しきたない」水質でした。２００９年松山で１月に大きく育ったホ

タルの幼虫が見つかりました！５月には環境調査中に上陸している幼虫を発見しました！！２０１０年６月と１１月

にもホタルの幼虫を観察しました！２０１１年５月には夜松山Ⅱでホタルの幼虫の上陸を観察できました！！ 

・水生生物については松山Ⅰの用水路でも種類と数がとても増加してきました。 

・松山Ⅰは環境整備したことによって水底にこけが生成してきているのと、砂利と石によって水の流れがコントロー

ルされて環境が改善されてきているからだと思います。 

・植樹した木が少し大きくなり、その周りをホタルが３０匹飛び始めました！！ 

・昨年は松山Ⅰで合計１３１匹のホタルを観察できました！ 

・今年は６月２７日に最大１１６匹観察できました！ 

・大雨の後で流されたと思ったのですが、雨の合間に沢山のホタルが飛んでいてびっくりしました！ 

・「生命」の偉大さを感じました！！ 

・松山Ⅰでも松山Ⅱに負けないくらい沢山のホタルが飛びました！！ 

・ ３箇所で、育天作業した木と草を集めたのと、今年は枝切りもしたので、ホタルを復活させる場所の水質がよくな

ってきていると思います。 

・菌を植え付けたので椎茸が育つのが楽しみです！ 

・これからも環境調査と森林整備を続けながら、ホタルの育ちやすい環境を整備していきたいと思います！ 

 

 

◆この活動レポート用紙は、活動をした子どもたちが中心に記入してください。 

 

 

水辺のすこやかさ調べ・調査結果のまとめシート 

実施した団体のみ、レポートと一緒に提出してください。今後の事業の参考にします。 

学校・グループ名 松山町内にホタルを復活させる会 

岩谷小学校松山子供会 

調査を行った人数      １３    人 

調査した川の名前 用水路 調査した日 平成２０年３月１６日(日) 

調査した川の位置 

（区間） 

赤田（道路脇の堰）松山町内にホタル

を復活させる場所（用水路） 

調査を始めた時間 

から終わった時間 

   １３時１０分頃から 

   １５時３０分頃まで 

調査地点の気温 赤田１０～１１℃ 

松山７～８℃            

調査地点の水温 赤田７℃ 

松山５．５～６℃            

 



調査軸 調査項目 平均 調査軸 調査項目 平均 

自然なすがた 

流れる水の量 

どちらも速

い。水深１

５～２０ｃ

ｍ 

快適な水辺 

景色（感じる）  

岸のようす 

赤田：両岸

に草が茂っ

ている。 

松山：こけ

と水草 

ごみ（見る） 
どちらも無

い 

魚が川をさかのぼれるか  水とのふれあい（触る）  

総合平均  川のかおり（かぐ）  

ゆたかな 

生きもの 

川原と水辺の植物  川の音（聞く）  

鳥の生息、すみ場  総合平均  

魚の生息、すみ場  

地域との 

つながり 

歴史と文化  

川底の様子と底生生物 

赤田は砂利 

松山はコン

クリートと

石と砂利 

水辺への近づきやすさ 

どちらも近

づ き や す

い。 

総合平均  日常的な利用  

水のきれいさ 

透視度 

赤田：少し

濁っている 

松山：透明 

産業活動 畑の隣 

水のにおい 
どちらも無

し 
環境活動 

松山は環境

整備・環境

調査を実施

している。 

COD（自由選択） ５～６ 総合平均  

総合平均     

 



水質調査・水生生物調査（身近な川について）．調査結果のまとめシート 

実施した団体のみ、レポートと一緒に提出してください。今後の事業の参考にします。 

水質調査結果：できたら、季節ごとに何回か実施してみましょう。 

学校・グループ名  川の名前  

採水月日・時刻 
AM 

   月   日  PM      時    分 
天候 晴 ・ 曇 ・ 雨 

現地気温     ℃ 現地水温     ℃ 
試水水温 

（測定時） 
℃ 前日の天候 晴 ・ 曇 ・ 雨 

COD(D) 

(mgO/L) 
原水・測定値 ０ ･ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ ・ ７ ・ ８ 以上 （○をつけてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 アミカ

2 ウズムシ

3 カワゲラ

4 サワガニ

5 ナガレトビケラ

6 ヒラタカゲロウ □
7 ブユ □ Ⅰ □ Ⅱ □ Ⅲ □ Ⅳ
8 ヘビトンボ □
9 ヤマトビケラ 年 月 日

10 イシマキガイ

11 オオシマトビケラ □ □ □
12 カワニナ

13 ゲンジボタル

14 コオニヤンマ 約

15 コガタシマトビケラ

16 スジエビ □
17 ヒラタドロムシ □
18 ヤマトシジミ □
19 イソコツブムシ

20 タイコウチ 約

21 タニシ

22 ニホンドロソコエビ

23 ヒル □
24 ミズカマキリ □
25 ミズムシ □
26 アメリカザリガニ □ □
27 エラミミズ □ □
28 サカマキガイ □ □
29 セスジユスリカ □ □
30 チョウバエ □

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ □
１．○印と●印の個数

２．●印の個数 □
３．合計（1欄＋２欄） 0 0 0 0 □

□

水草類 鳥　類 その他、気づいたこと

この地点の水質階級は 　です 大変にごっている

魚　類その他の生物（水生昆虫、貝、エビ・カニ類）

においが感じられる

　　　　（ドブ、石油、薬のような不快感のあるにおい）

水のにごり
透明またはきれい

少しにごっている

泥

コケ その他

こぶし大の石が多い

小石と砂 コンクリート
水
質
階
級
Ⅳ

川底の状態

頭大の石が多い　

砂と泥

水のにおい

においは感じられない

水質
階級
の

判定

以下は、生物を採取した場所にあてはまるものをチェックして下さい

流れのはやさ

速い（毎秒60cm以上）

普通（毎秒30～60cm）

遅い（毎秒30cm以下）

  採取した場所をチェックして下さい

水　深
ｃｍ

  採取した場所の平均的な水深を記入して下さい

川の中心　

上流から見て右岸

上流から見て左岸

℃（小数点１桁まで記入して下さい）

川　幅
ｍ

  水の流れの幅を記入して下さい（小数点1桁まで記入できます）

はれ くもり 雨

  調査時の天気をチェックして下さい水
質
階
級
Ⅱ

天　気

水　温

生物採取場所

水
質
階
級
Ⅲ

調査日時
  開始時刻を24時間で記入して下さい。（午後２時は14時）

時

昨年度の調査状況
（昨年度調査に参加した方
のみチェックして下さい）

今年の調査地点は昨年度と同じですか？

同じ場所で調査した

ちがう場所で調査した

水
質
階
級
Ⅰ

調査河川名

調査地点名

 昨年度の水質階級は

指標生物　（見つかった指標生物に○印、数が多かった上位か
ら２種類（最大３種類）に●印をつけて下さい）

調査地点の概要
　　　　（生物を採取した場所の状況について記入して下さい）

 




